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首都圏地震観測網（MeSO-net）から見たスロースリップとプレート構造

Slow slip event and plate boundary observed by a dense seismic network ( MeSo-net )
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房総半島周辺ではスロースリップイベント（SSE）が約 5～7年ごとに発生している。この SSEの発生により房総半島
周辺では地殻変動が観測され、それと同時に周辺の地震活動度が高まる。2007年 8月にも同様の SSEが発生し、群発地
震活動が観測された。この SSEは沈み込むフィリピン海プレートの上面で発生していると考えられるが、そのとき発生
する群発地震活動は必ずしもプレート境界だけで起きるわけではない。この SSEと群発地震活動の関係を明らかにする
ため、精密な震源決定を行った。プレート内で発生する地震は、プレート境界面を通過する際に S波から P波に変換す
る変換波を生じさせることがある。今回の群発地震においても、房総半島で観測された波群の中に、変換波の特徴を示
すものがあった。今回は、大都市大震災軽減化特別プロジェクトによって設置され、首都直下地震防災・減災特別プロ
ジェクトに引き継がれた観測網（MeSO-net）で捉えた波形を用いて、詳細な解析を行った。


